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め
ぐ
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麗
泞
視
角
が
、
：
■研
究
史
の
型
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通
し
：て
揭
示
さ
れ
て
い
る
：の
：に
、
，

」

史
的
過
程
の
：部
分
は
事
実
の
菜
な
記
逑
に
：

■終
始
し
、
経
済
史
的
研
缔
に
よつ
て
の
み
取
土
げ
ら
れ
得
る
：箬
の
も
の
が
殆
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广
な
さ
れ
な
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と
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つ
て
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す
れ
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と
く
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と
へ
い5'
事

実

.は

詳

細
 

に
記
さ
れ
て
い
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あ
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ら
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モ
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よ
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な
型
で
事
実
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ね
ば
な
ら
な
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た
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と.
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過
程
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に

つ

い
.
て

は〖

憂

的

に%-
記

さ
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て
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な
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と
い
う
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で'あ
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柚
象
的
な
微
視
的
経
蓉
析
な
ど
.と

い

う

霧

な

場

合

を

淳

ば

、
ハ
何
等
か

, 

の
型
で
：歴
史
的
記
述
を
含
ま
な
い
社
書
学
な
ど
と
い
う
も
：の

ぱ

存

在

し

 ̂

い
。
、
農

桊

経

_然
り
、
労
働
問
題
、
社
会
政
策
学
然
り
：で
あ
る

"
そ
し
て
、
中 

小
企
業
研
究
も
亦
然4
で
あ
な
。
：鐵

圓

が

理

論

的

研

究
.の
前
提
と
し
て
う' 

維
新
以
来
の
ぞ
の
歴
史
を
回
顧
，，
證

す

る

上

う

に

ノ

中

小

塞

研

究

も

現

荏

-

ま
で
：のi

を
i

す
る
の
が
常
で̂
つ
：た
し
、'
又
、' .

常
で
あ
ろ5
。

か
か
る
場
合
の
歴
史
記
述
：に
は
共
通
し
た
も
の
が
指
摘
出
来
る
。
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.そ
れ
は
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論
に
ぉ
.ぃ
て
握
出
せ
ん
と
す
る
调
顧
の
具
体
的
確
謂
と
心
ぅ

.£
と
で
.ぁ
る
0
:
例

•と̂

て
ぐ
農
業
経
済
学
ー
の
場
合
に
^
い
て
見
れ
ば
ヽ
維
新
以
来
の
わ
が
国
農
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が

技

鑑

に
"
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的
に
、

〗

；近
世
以
来
の
引
続
き
と
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た
面
を
如
何
に
濃
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に
維
持
し
て
来
た
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.
で
あ
る
か
：と
い
ぅ
点
を
記
途
す
る
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し
か
し
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故
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ぅ
で
あ
っ
た
か
と
い
ぅ
必
然
性
を
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歴
史
の
各
時
点
に
お
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け
る
多
様
な
諸
*
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と
の
関
連
で
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
は
し
な
い
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又
、

’

そ
れ
で
十
分
な
の
だ
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ノ
社
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科
学
の
多
く
の
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0.

が
研
究
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部
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>て
行
な
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歴
史
記
述
と
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に
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己
め
本
来
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る
経
済
史
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塞
異
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に
あ
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あ
る
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史
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に
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は
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近
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が
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れ
な
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に
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れ
る
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中
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位
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と
推
移
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優
れ
た
概
説
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い
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史
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い
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と
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し
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.の
第
一
一
巻「

独
占
資
本
と
中
小
企
業

」

.
が 

刊
行
さ
れ
た
。
第

一

巻「

歴
史
と
本
質」

が
、
日
本
中
小
企
業
の
史
的
発
展
、 

日
本
中
小
企
*
論
史
、
中
小〈

止
業
の
本
質
論
を
展
開
し
て
き
た.の
に
.つ
づ
い
て
、 

&.
の
卷
呤
中
心
.課
題
は
、
戦
後
に
ぉ
け
各
わ
が
国
中
小
企
業
問
題
の
解
明
に
お 

か
れ
X
い
る 

o;:
'
:
.
v
.
.
:
:

,

へ
'.
'
; 

:

へ：i

の
：た
@

4
る
基
本
的
立
場
は
：、
：̂
|
義
雄
教
授
0.「

序
說」

'ち
ょ
，
？ 

.書

靜

て
あ
き
ら
が.で
あ
る
。
そ
れ
は
、

r

中
小
企
業
問
題
は
す
べ
て
現
代
独
占
資
本 

■
主
義
の
も
と
で
の
問
題
L—

で
あ
っ
て
、「

日
本
の
中
小
企
業
問
題
も
ま
た
、
独

. 

占
段
階
に
あ
る
日
本
資
本
主
義
の

•も
と
で
の
問
題
で
あ
る

」

.

(

三
丨
四
頁

)

と
い 

う
一
句
に.つ
く
さ
れ
て
い
る0
在
来
の
中
小
企
業
研
究
は
、
中
小
企
業
問
題
を 

.
日
#

資
本
，主
義
に.固
有
な
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
と
り
あ
つ
か
い
、
そ
の
前 

期
的
性
格
を

i

面
的
に
強
調
じ
が
ち
.で
あ
？
た
が
、
本
書
は
、
.そ
の
欠
陥
を
の 

り
こ
え
ん
た
め
に
、
独
占
資
本
主
義
と
中
小
資
本
と
い
う
基
本
視
点
を
設
定
し
、 

そ
こ
か
ら
わ
が
国
中
小
企
業
問
題
の
特
殊
性

.を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
、
と

'い
，
う
 

わ
け
で
魟
る
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、

て
の
点
に
お

.い
て
何
よ
り
も
ま•す
本
！

i
i

の 

積
極
的
意
義
を
評
価
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
，

第
二
巻T

独
占
資
本
と
中
小
企
業

」

は
、
小
秫
教
授
のS

説」

の
ほ
か
、 

日
本
中
小
企
業
の
ー

「

一

般

的

な

嘗と
、.
重

屑

な「

個

別

的

麗」

と
.に
わ 

か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
村
秀

.
一
郞r

独
占
資
本
主
義
■の
構
造
と
中
小
八
止
業
問 

H

J
.V

北

原

勇「

資
本
蓄
積
蓮
動
に
お
け
る
中
小
企
業

」

の

ニ

論

文

が

「

£

. 

的

問

漫
に
o,
IV
,
て
ふ
.れ
、'
そ
れ
ら
を
土
台.に
し
て
、

：

葳

麗
.

「

由
^'
企

業

金 

B

「

下
請
制
度.
一、

藍

蠻

且

作—»
麗

制

度」

、
^

^

e
—I

独
古
資
本
の
系 

.列
支
きJ、

：

御

園

生

等「

杲
中
小
企
業
問
題
と
商
業
省
本

」

、
'加
■

誠

1.
「

中 

外
企
業
の
組
合
制
度
と
任
意
団
体

j

な
ど
'

重

要

な「

個
別
的i

:
が
展
開 

さ
れ
て
い
る
。

 

.

と
こ
ろ
で
.、
私
の
本
卷
に
た

.い
す
石
論
評
で
、あ
を
が
、
限
む
れ
た
紙
面
で
そ 

の
全
容
に.
ふ
れ
る
こ.と
は
、

ぃ
ぅ̂
で
も
な
ぐ
至
難
の
業
に
ぞ
ぐ
す
る

。
.
そ
こ
.

で
中
村
，
北
原
両
氏
の
労
作
#
中
心
に
紹
介
し
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に
し
：た
い0
:
:右
の
構
成
か
ら
：乜

龙
,-
>

両
氏
の
論
交
が»

:

_
の
|
1̂

な
し
て
ノ 

い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
そ
う
し
た
便
宜
的
な
措
置
も 

ゆ
る
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

•
.
、溶

般
的
！̂

J，：：

を
担
当
す
右
中
村V:北
原
両
氏
め
労
作
は
、

.：

V

い
ず
れ
も
次 

の
一一

つ
.
の
課
題
に
、
ク-C
れ
ぞ
れ
接
近
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一 

は
、
I

主
義
^

W

9

:一'
般
t

の
な
か
：で
、
独
占
資
本
と
宏
企
業
の
関
係

」 

を一 .

般
的
に
ど
备
搪
す
る
か
：と

い

う

麗

で

.あ
り
、
第1.1

は
：
わ
が
国
中
小 

企

業

題

の「 1:..

般
性
也
特
殊
性
を
ど
.う
杷
握
す
る
か
と
い
う
麗
で
あ
る
.。

：

.

.ま
ず
第
一
の
^

^
だ
が
、

こ
の
点
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
中
村
氏
が
此
原
氏 

の

「

渠

の

集

積
.
.集
中
と
分
裂
.
分
散」

,に
か
ん
す
る
藤
論
や
、
-,
独
占
段
. 

階
に
お
け
る
利
潤
率
の
階
層
化

J

論
を
援
用
さ
れ
て
い
る
ぺ
申#

罾

文

、

ー
ー
ー 

I

ニ
四
®

こ
と
か
ら
し
て
も
、
両
者
のあ，

い

だ

に

本

質

的

な

相

違

：
は

海

い

.
も
 

の
と
み
て
よ
い
。:そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
両
者
の
意
見
を.：一
括
し
て
.と
り
あ
げ
る 

こ
’と
に
す
る
：
0.
..

⑴

.両
氏
は
、
ま

ず「

独

.*
段
階
に
お
け
る
求
企
業
の
広
汎
な
残
存
の
稂
拠

J 

を
、
理
論
的
に
ど1
 説
明
す
る
か
と
い
う
躍
を
提
起
し
、
'
'と
：の
.回
答
を
V「

資 

本
の
集
積
_
.集
中
1

、
及
び
そ
.の
質
徹
の
仕
方
疼
つ
い
て
の_

員」

.き

 

っ
て
あ
た
え
て
い
る
。

r

樂

の

集

積
•
集
由
の
墓
本
傾
向
は
、
そ
の
反
面
：に
小
資
本
の
執
拗
な
残
：
 

存

•

新
た
な
小
資
本
分.野
の
発
生
と
ぃ
ぅ
反
対
傾
向
を
と
も
な
ぃ
っ
1っ
、
.-
.
'そ
，れ

七
ニ 

(

八
八
四〕

^

.̂
'
•マ
て
制
約
象
れ&
漸
ち
實
徹
す
る

」
(

北

康

變
.、
八
.七
頁)

.°
:

ン(

£;
co〉

3

'^
p

ば

、
：.へ
大
資
本.に
ょ
る
小
顏
の
駆
逐
.が
直
進
的
に
進
む
か
. 

の
ょ
う
に
考
ぇ
た
、
集

積
•
集
中
1

に
.関
す
る<
ム
式
的
理
解
や
、
独
占
段
階 

に
お
け
る̂

^
資

本

の

、
温

存

を

、
：：
.

独
占
資
本
の-1
欲
求」

■.
.に

帰
す
る
ょ
う
な
集

： 

.積

.
‘：
集
中
法
則
の
袭
曲
に
.た
ト
し
、
：
決
定
的
な
打
攀
を
あ
た
え
て

b

る
;0
ま
た 

'
両
氏
は
中
小
金
業
：の
：

「

残
存
の
根
褪

j

を
、

い
か：
- 

パf

の
澳
稹‘：

集
中
；®

の
再
吟
味
：に'%
と
め
2>

こ
'と
に
ょ
り> 
中
小
企
業
の 

.,「

資
本
家
的
性
格

」

.を
過
小
評
価
レ
た
い
わ
ゆ
る
®

I

的
見
解
に
た
い
し 

'

y

A、
：：こ
：れ
を
疋
し
ぐ
批
判
し
え
て
い
る

9

,

.. 

⑵

ユ
両
氏
に
ょ
っ
て
提
起
彡
れ
て
い
る
第

1
1の
論
点
は
、

.：「

独

占

段

階

に

お

.
い 

て
各
国
に
，お
ぃ
七
中
小
企
業
間
題
が
発
生
す
る
根
拠

」
c

北
原
氏)

、

' 
つ
ま
り 

「

中
小
資
沐
で
生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値
が
独
病
潤
と
し
て
双

^

さ
れ
、
卖
現 

さ
れ
る
根
扼

i
c

中
村氏

： }

は
何
か
と.い
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
両 

.
氏
は
、''独
占
段
階
に
お
.い
て
は
利
潤
率
の
階
層
化
が
不
可
避
で
あ
る
と
し

、
'、そ 

こ
に
，..

F

中
小
企
業
問
麓
が
発
生
す
る
根
拠

j

を
求
め
る
。

，

;
■■
.-
1
独
占
が
成
立
し
や
す
く
、
.有
効
か
つ
安
定
的
な
維
持
が
容
易
で

あ
る
最
大 

規
模
部
門
に
お
い.て
は
>

:

iの
刹
潤
率
が
成
立
し
、
I

流
入
の
容
為
な
た 

め
に
多
数
の
企
業
が
競
争
し
ズ
い
る
最
小
規
模
部
門
に
お
い
て
は
、
過
度
競
争 

の

-4
と
.で
利
潤
率
は
最
低
に.な
る」

、「

こ
れ
ら
のS

双
は
、
S
ホ
的
に
は̂

M 

,
部
門
に
お
け
る
競
争
め
程
度
に
馨
し
、
ン
そ
れ
は
又
そ
の
部
門
の
資
本
の
最
低 

必
要
量
にi

ず
る
。
；
そ
れ
ゆ
え
、
：
小
規
模
部
門
枝
ぶ
競
争
は
费
烈
で

、

i

 

資
本
.に
よ
る
取
奪
を.他
：に.転
嫁
す
る
可
能
性
は.ほ
と
ん
ど
な.い」

..(

北
廒
論
文
、

■

$

企
業
麗
は
广
ロ
こ
办
よ
ぅ
な
事
情

」

：
の
：も
と
で
、
：
各
国
に
：普
適
的
に 

.

證

す

る

？
-,
'「

$

企
業
は
非̂

*

^

内

部

め

醫

の3

ち
ヴ
下
層
に
属
ず 

る
部
分
で
：あ
る1—
へ
が
ク~1
中

小

企

業

顚

は

、
.中

小

企

業

が

广

蕾

業

劣

同 

气
部
門
に
本
る
場
合
ば
、
ニ
独
占
の
き
わ
め
て
帝
烈
が
競
争
諸
字
段

.に
よ
つ
て®
 

逐
ざ
れ
よ5:
と
^

で
い
.る
£'

ど
に
よ
-

て
'
生
，：じ
、
、
史

だ

、異
部
門
間
；の
摄
合
に

. 

は
、
。.奮

麗

や

下

請

制

に

よ

る

独

^

の
取
奪
ど
非
独
占
業
上
層
に
よ 

.

各
^

以
再
転
嫁
の.%;
;

と
で
：、̂

^

機
：に
た
た
：さ
れ
て
い
を
こ
：之
に
あ
つ
.て
生 

じ
1-
:(

北
厫
論
女
、
九
：ー
頁
；
}
。

:•
:

.

■
...と

ヒ

な

で

ノ 

在
来
の
.中
小
企
業
研
究
に
た
い
す
：
 

、る
批
判
を̂.
ち

む

。
在
来
の
研
究
は
、
ユ
周
知
の
よ
タ
に
麗
制
卡

！
！
^
 

な
ど
わ
が
国
中
小
企
業
：の
.存
立
I

:
の
碗
究
I

中
す
る
_

が
強
か
‘マ
だ'0
.
-

.

そ

患

は
、
$

榮

の

剰

余

蟹

が

：

T

独
占
利
潤
と
し
て_

さ
れ
、I

 

.

さ
れ
る
根
拠

」

：.は
ぁ
き
ら
か
に
ざ
れ
ぬ
書
、
，逆
：に
：

「

収
藜
の
：根
诞
を
荐
立
形
：
 

態
か
ら
た
だ
あ
鏡
明
す
る
こ
一
と

,-
-

に
.
よ
一
：
つ

v

、

'
;
-n

特
定
：の
独
占
の
収
奪
形
式 

ス
た
：：と
え
ば
卞
請
鄕
；を
批
難
し
、
他

の

髮

C

た
と
え
ば
独
立
：形
態
の
中
小
企 

業
と
の
関
係

)

：蚤
擁
護
す
る1—
:傾
向
に
お
ち.い
り
、
：：
宗
小
企
業
問
題
の
本
質 

(

独
占
収
奪
の

(

内
容
：^
釔
|

面
化
ず
る|—
:ぁ
#

ま
ヴ
が
ぁ
ぅ
た
；

論
^

、
会 

ハn

貢
>
。
.両
氏
は
こ
れ
迄
だ
い
ぢ
顽
遠
本
に
よ
る
中
小
資
本
収
奪
办
板
拠

1- 

一.を

利

賺

の

蕭

化

に

本

之

め

、

t

一

面

が

に.対
時
し
た
わ
け
で
あ
る
。
：

:'
,

•:
: 

へ
：
，：，
：
私

た

.ち
は
？
：中
小
企
業
顚
ゼ
独
占
資
本
主
義
、

把
捤
ナ
る
か
と
い
う
課
題
と
、
，
在
来
の
中
小
企
業
研
突
に
.た
い
す
る
批
判
上
を

ン
結
節
さ.せ

た

、
：
両

氏

の

：努

カ

を

高

:<

評
価
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
だ
が
、
こ
の

「

-
 

.

•—

於
の
意
識
が
^
逆
に
両
氏
の
中
小
企
業
論
の
視
野
を
せ
ま
く
さ
せ
た
と
も 

い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
ま
た
の
ち
ほ
ど
ふ
れ
る
こ
と
に
し
よ
ぅ
。

3
 

.

-

"

'.
+•-〔

.：
 

I
. 

• 

•
• 

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

’ 

V 

.

.

.

.

;

爾
氏
の
第11」

^

^

3

拟
よ
の
：理
論
展
開
を
基
礎
に
、
；戦
後
の
日
本
中
小 

.企
業
调1

具

体

的

：
に

分

析

す

-§
:

.

/と
：
に̂
名
。
か
ふ
た
ん
於
両
氏
の
所
論
を 

紹
介
し
て
お
こ
ぅ
。

w

(

，
ま

ず

中

村

氏

欢

、

.

「

全
体
を
-'
'

:

'

!

1

^

^

^

€>
.
.矛
盾」

'

定
丄
な
が
ら
、
資 

本
の
集
積.
集
中
法
則
、
：
利

の

階

層

化

が

、
：
戦
後
日
本
の
中
小
企
業
問
題 

.
,を
本
.質
盼
..に
'、>'
.
.
:
:©
^
.:5

に

規

定

し-x
い
5
.か
を
、
，
.
.あ
.き

ち

か

に

：し

.：よ
：ぅ

と

企

図

.す
る
。
.'；
.
.:'
.
:
，
、
'
.
.
.
,
:
. 

V
、

.パ

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.第

1

パ
節
-.

独
占
廣
本
と
中
小
資
本
じ
、
：

.
A
J
A
J
W

'は
独
占
に
よ
る
中
小
資
本
の

0
 ̂
•

し
、
金
融
資
本
に
よ
る
冲
小
企
業
の
収 

，奪
.関
係
、.国
家
触
占
資
本
主
義
に
よ
る
収
奪
関
係
は
保
留
さ
れ
、

V

同
：

一

産
業
部 

門
^

異
種
適
業
部
門
間
の
収
奪
関
係

.に
—1
,

^

:
し
て
ぃ̂

。
：：
同

|
囊

部

門
 

に
如
ぃ
て
は
、
独
占
企
業
の
基

#

的
優
越
娘
と、
' 
し
か
も
炎
お
と
.の
分
野
で
中 

小
_

が
存
立̂

^

^

:条

件

と

限

界

：
の

2

^
^-
'.
.
:当
該
諸*

^

1
^

し
な
が 

;̂

検
証
土
で
來
り
、
\
異

種

産

業

部

門

调

：
に

お

い

て

は

'
、
；
ぃ

わ

泠

る

原

料

高

と

製 

品

安

取

僵

、
：下
請
制
の
問
題
だ
ど
が
、
：

"
従
来
の
所
説
へ
：

Q

批

判

を

も

ふ

：
く

め

. 

へ̂
実

証

的

忆

展

開.$
:
れ
て
'い
レ)

«

#;

、
.：
三
：五
|

六
1ー
萁)

°

レ
.
' 

:
:
.
:
建

ず

節

：

「

現
段
階
に
妨
け
る
資
本
醫
化

」

0
;
太

葳

嘉

訊

等

に

よ.る

—|

利
'

.

..
>

,'
.-
:

.

.

'-;

七
三
--
;

(

：八
八
；五

)

.

,

'

:

嘗

鄒



.

^

^

化
; 0

実

証」

镜

あ

る

が

、
：
へ
そ
：
の

全

面

的

展

開

は

、
：
執

_

者

じ..じ

ん

：
の

； 

:麗

を
1.

て
保
溜
さ
れ
赞
い
各
ス
电
村
巧

.
六
1
1
1
-ハ̂
：/\
'
'
_
^

一
，_

一
節_

小
.

_

_

家
の
■

階
級
的
性
格

」

。:
■

の
分
析
の
痛
結；
：
. 

と

し

て「

中
小
資
本
は
非
独
占
ブ
ル
ク
ョ
ア
ジ
ー
で
あ
り
、
独
占
ブ
ル
.ジ
ョ
ア 

^
-
.め
収
靡
を
こ
ぅ
む
る
膚
で
あ
る
が
彳
共
に
搾
取
者
と
し
て
労
響
階
級
に
：
 

対
立
ず
る̂
|;
>

3
点
で
垒
く
共
通0
立
.場
ヒ
立
£:
.
と
規
定
來'る
々
；̂
;̂

て
：と
' 

の
規
定
か;̂
、
.... 
J
ぃ
^'
ゆ
_
:^
中
小
資
本
の一
臺

性

セ

は

，
中
¥
資
.^
の

..

「

M

占
資 

本

と

蕩
^

^

め
間
の
動
揺
で
は
な
ぐ
て
^

.
そ

め「

蕾

へ
CQ

_

•
従
属 

傾
向
と
、;.
'
;
|
と̂
競
争
ん
対
立
す
る
傾
向
と
め
芳
盾

1
'.

で̂

る
ど
、'-
:
.
'
.
傾

聰

す

べ

： 

き
見
解
を
展
開
さ
れ
て
；い
る

。
. 

'

⑵
：
北
原
氏
は
フ
中
村
氏
が
.C

資
本
構
造
め
矛
盾

f
に
蓮
を
す
え
た
に
た
い 

し
、-'
-

l

蓄
1

動
に
お
け
る
資
本
と
労
働
と
^
,矛
盾
の
発
展1_
.
に
塞
本
的

蠻

を

蹇

し

て

い

る。
:.
;
.•
■

.

.北
原
氏
ば
ま
ず
第
二
節

「

わ
が
国H

業
^

^

の
特
質」

に
お
い
て
、
：
資
本
の 

集
積
.：，
集
中̂

^

が
、'
わ
が
国
の
ば
あ
い
、
ど
の
ょ
ぅ
な
特
徴
的
な
諸
条
件
の 

も
と
.で
貫
徹
さ
れ
て'い
石
が
を
明.ら
如
に
す
る
。1

刖
；
戦

後

を

通.1
:
日
本
の 

中
小
企
業®

を
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
条
件
は
何
か
、

.'

北
原
氏
は
こ
ぅ
結
論
し
. 

で
い
る
。.そ
れ
は
、

「
f

方
で
は
極
度
の
低
賃
金
労
働
力
の
•尨
大
な
存
在
が
中
小 

企

業

の

.
広

沉

な

る

存

茌

 

<

 

残

存
•
新
生)

\
を
許
し
、:>
-

」

の
中
小_企
業
の'直
接
> 

間
接
の
収
奪
が
独
古
資
本
の
急
速
な
発
展
の
条
件
と
な

つ
て
い
.る
こ
.と
、
他
方 

で
.は
、
こ
の
独
占
資
本
の
収
_

と
そ
办
も
と
で
の
中
小
企
業
.の
過
度
競
争
が
中 

小
企
業
の
資
本
蓄
積
を
制
限
し
、
中
小
企
業
を
し
て
労
働
者
の
低
賃
金

.

.劣

勢
.

労

漏

靠

に

ザ

層

馨

せ

寒

る

を

え
_な
<̂

ず
る
、':
-と
.い5:
'
相

互

規

楚

的

だ

蘭

.

.し
か
し
、こ
の
よ
う
な
い
わ

ば
i

i

に
'も
か
か
わ
ら
ず
、
資
本
、

HI

義 

©

魂
嚴
は
、
：
_

ー
々
ぬ
で
は.ぁ
れ
中
冰
企
業
分
野
^

お
：け
务
資
本
の
集
積
•
集
中
、 

^

産
カ
の
発
展
冷%'
-
淑
し
す
す.め
る
。
第
三
節
：

「

求
企
業
分
野
に
お
け
る
^
 

本
の
集
積-
集
^

お
.よ
び
生
産
力
の
：発
展
1-
'

で
：
は

、
：
：
獲

と

く

に

最

近

に

お

け
 

•小
企
■

切
変
变
魂
展
が
実
証
的
.に
分
析
さ
れ
てV

る
。.(

北
原
、

1

0

て
'
.
.
:
;-
;;

:

.ゾ.
:
.べ
.ニ 

-
■
.
.
'

「

；へ
第
四
節''
:
;

「

エ
業
構
造
め
変$

の
.

8

、.
こ
ど
.で
は
ノ
戦
後
$

企
業
分
野 

に

尜

げ

：
る

暴

の

德

積

ノ

$

-

=
生
§

の
発
展
が
、
バ
わ
が
国
エ
：業
耩
造
の
特 

質
た
る
、.「

極
端
：な
低
賃
金
労
働
の
広
讽
な
存
在
を
基
礎
に
し
た
中
小
企
業
の 

.蓬

里

姓

過

度

競

争

と

、
：
と

.れ
ら
を
荀
酷
に
取
奪
'
，
利
用
し
て
独
占
資
本
が
急 

速
に
資
本
蓄
積
を.行

な

：う

と

い

：
う

関

係

j

 

:を
、:.
:
:ど
の
よ
う
：に
変
化
さ
せ
る
展
望
：
 

^

>

:つ.
か
が
追
及
さ
れ
る
。
北
原
氏
は
そ
こ

.，で

、
最

近

の

中

小

資

本

の

発

展

が

、 

労p

者
.に
た
い
し
い
か
に

「
1
1

分
的
な
改
良
し
が
も
た
ら
さ
な
か
つ
た
か

」

を 

1

ず
る
と
と
も
に
、
'
市
場
条
件0:
腻
約
、.
相
対
的
過
剰
人
ロ
の
庄
力
に
よ
つ
：
 

て
-.
>
'
.

「

こ
の
部
分
的
な
改
良
す
ら
'̂
,
、
ハ
決
し
て
安
定
的
な
も
の
で
は
な

.い」

と 

結
論
し
、「

経
済
白
書J

流
の
楽
観
論
を
粉
砕
し
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
の
，
 

中
小
資
本
の
発
展
は
、
佌
方
に
中
小
労
働
者
の
組
織
化
を
促
進
す
る
諸
要
因
を 

も
生
：み
出
し
て
お
り
、
中
小
労
働
者
の
敗
織
化

.
下

か

ら

の

闘

争こ
そ
が
、 

「

悪
循
環」
：を
と
き
は
办
っ
カ
ギ
だ
と
ぃ
ぅ
こ
と
が
、
北
原
氏
の
い
ま

一,

づ
の
結 

論
と
な
マ
て
い
る。
'

. 

“
：
.

以
上
が
中
村•
北
原
両
氏
の
論
稿
だ
が
、
最
後
に
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し 

て
、
書
評
の
責
を
果
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
よ
う
。

私
は
さ
き
に
、
両
氏
が
i

の
^

m
 

•集
中
^

^

の
再
吟
味
と

利
潤
！®

!

 

化
論
の
展
開
に
よ
っ
て
、
' 中
小
企
業
問
題
を
独
占
資
本
主
義
の

一

般
的
問
題
と 

し
て
把
握
す
る
と
い
う
課
題
と
、
在
来
の
日
本
中
小
企
業
研
究
に
た
い
す
る
批 

判
と
を
結
節
さ
れ
た
こ
と
を
、
高
く
評
価
す

る
と
書
い
た
。
し
か
し
そ
れ
と
同 

時
に
、
こ
の.「

結
節」

ベ
の
意
欲
が
、
逆
に
両
氏
の
中
小
企
業
論
の
視
野
を
せ 

ま
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

^

も
い
っ
た
。この

点
に
つ
い
て
、
私
のさ
し 

.
て
整
理
さ
れ
ぬ
意
見
を
出
し
て
來
く
こ
と
も
、
.
あ
る
い
は
ム
ダ
で
は
な
い
か
も 

1>

れ
.允
い
。
.

::
.

、

.

'

養

：に
い
マ
て
私
の
い
だ
く
疑
問
は
、
：
資
本
の
集
積

.
集

中

の

籠

と

利

潤.
 

率
の
階
層
化
に
関
す
る
理
論
展
開
だ
け
で
は
、

.

独
占
資
本
主
義
下
の
中
小
企
業

. 

®

の
解
明
は%

つ
か
し
い
の.、で
：は
な
い
か
と

い

.
，
^

に
あ
る9 |

そ
：の
た
め
にヾ

耽
、
寒

の

集

積‘
華

：の
法
則
：や
利
潤
率
の
階
層
化
論
に
と
ど
ま
ら
ず
：
資
：
 

本

主

義

的

讓

の

「

般
法
則
-^
資
本
の
過
剰
と
人
ロ
め
過
剰
の
問
題
’
利
潤
率 

の
低
下
と
そ
の
反
対̂作
用
す
る
諸
勢
力
の
開
題
な
ど
、
資

本

制

社

会

の

碧 

.的の再吟味によ

っ̂
て
独
義
の
理
論
的
解
明
：を深：办、：それ 

,ら〈

と
関
_

:1
.
:で
中
如
_

論
が
確
立
さ
れ
、
：分
析
の
方
法
が
？̂

ざ
れ
ね
ば
な 

ら
な
い
1
倩
ず
る 

0
--
-

G
 

.

'V
.'

'

;

れ
$

の
作
業
は
、
中
也
企
業
研
究
ど
：し
て
梂
来
そ
ら

;<
-
:
-
^
0 

«

:

.

.

評
，
‘

:

分
野
で
あ
り
、.北

原
•
中
村
両
氏
に
ょ
る
資
本
の
集
積
.
集
中
法
則
の
再
吟
味 

と
利
潤®

層
化
論
の
展
開
は
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
理
論
展
開
へ
の
先
鞭
を
つ 

け
た
も
の
と
し
て
、
高
く評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
両
氏
の 

理
論
展
開
で
不
十
分
な
こ
と
は
、

こ
れ
ら
が
日
本
独
占
資
本
主
義
と
中
小
企
業 

，問
題
の
分
析
に
適
用
さ
れ
る
：や
い
な
や
露
呈
す
る
。

た
と
え
ば
中
村
氏
は
、
.
'

「

資
本
蓄
積
論
の
視
角
か
ら
、
わ
が
現
代
独
占
資
本 

A

氟
か
経
済
構
造
に
お
け
る
中
小
企
業
麗
杷
握
へ
の
甚
礎
的
見
方
を
具
体
的 

'
に
展
開
ずる
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
るJ 

(

傍
点
•
筆
者)

と
い
わ
れ
る
け
れ
ど 

も

、

.そ

の

論

稿

の

中

心

部

分

た

る

.

「

第

一

へ

讓

占

資

本

と

中

小

資

本

」

で

は、

.

「

戦
後
独
占
資
本
の
再
編
成

=

発
®-

の
過
程」

や
わ
が
現
代
独
占
資
本
主
義
の 

基
本
問
題
は
追
及
さ
れ
ぬ
ま
ま
、

.
そ
こ
で
の
課
題
は
、

ひ
た
す
ら

「

中
小
資
本. 

.を
独
占
資
本
が
取
奪
す
る
諸
形
麓

i

め
並
列
的
な
分
析
に

g

消
さ
れ
て
い
る。
. 

/

し
か
も
そ
の

「

諸
形
態」

：
の
う
ち
、
'

「

金
融
資
本
に
よ
る
中
小
企
業
の
収
奪
関 

係」

：： t

国
家
独
主
義
に
ょ
る
体
制
的
な
収
奪
関

2

な
ど
、
現
代
資
本 

■

主
義
に
関
連
し
た
重
要
課
題
は
、

.
留
保
条
件
な
し
に
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
こ
う 

.

U
て
ハ
中
小
企
業
研
统
が
問
屋
制

.
下
請
制
な
ど
存
立
形
態
：の
研
究
べ
傾
斜
し 

て
ぎ
た
の
を
な
げ
か
れ
て
い
た
中
村
氏
は

'、
自
分
も
同̂
傾
向
に
お
ち
い
っ
.て 

:

■お
ら
れ.は
：し
な
い
だ
ち
う
か
:0
.
/

J

れ
は
、
；
資
本
の
集
積
‘
集

中

箭

に

め

み

依 

'.

拠
.さ
れ
て
ぎ
た
と
と.と
、
，
無

関

係

で

は

な

：
い

よ

5

に
思
わ
れ
る:̂
そ
こ
か
ら
、

:

a
e
i
!
:本
主
義
と
中
小
企
業
の
麗
令
、
.秦
か
知
务
と
中
小
企
業
の
関
係
に
倭 

;

小
化
す
^
と
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

::
0 

:

:々

词
璩
の
猫®
©:
-せ

ま

さ

杖

「

北
原
氏
一
の
^

:

に
^

''
.あ

る

て1>
.
ど

い

え

は4

'

'

室

.

(

<

A:
七 7



な
1>

だ
^

>

か
：
？
北

膜

龙

が

'>
::
;「

資

本

の

集

積
>

集

中

と

分

裂
,

§

-

の

法

則

：
一 

の
、
，マ
日
本

^

ぉ
け
る
實
徹
、の
出
寥
特
徵
づ
げ
ネ
の
は
、
な
私
ょ
り

:%
日

本

賛

.： 

本
主
義
の
発
展̂
ち
っ
：て|

さ
—

、
:'
{
1
1度
に
^

^

1

カ
の

：：尨

大

な

： 

存
在」

で
•あ
る
と
い
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
論
篤
は
だ
し
か
に
説
得
カ
を
も
っ
て

.

、v>
る
o
:
;じ
.か

し

、
：
バ
こ
こ
.
で

も

1

0|
1
.
:の
.日
本
資
本
ま
義
に_お
.け

：る

中

小

企

業

.の
位
'
. 

置
は
、
そ
の
り
ん
か
く
が
比
較
的
は
っ
き
り

'し
て
：い
る
の
に
、
戦
後
日
本
独
占

_ 

寒
至
義
の
機
構
と
由
如
企
業
の
関
係
迄

-

い
て
：は
、
む
し
ろ
：不
鮮
明
な
き
ら

「

 

ぃ
が
：ぁ

力

、
：

.現

^

^

主

義
<0
:

追

及

が.ゃ

は

り

弱

：ぃ

ょ

ぅ

に

思

ゎ

れ

名

。
：

':
::っ":

:小
紳
教
授
は
、
へ
こ
©
第
一
：，一
,

「

序
論
1
:に
お
ぃ̂

、

「

1§
#

日

ネ

の

^

^

パ 

と
中
小
資
本
を
分
析
す
る
た
め
.の
.：
：

「視
角
：！；

と

し

て

、

財

閥

解

体

r

農
地
改
革、
：
. 

植
民
地
喪
失
、
.
最
近
の
国
際
競
争
と
技
術
革
新
.な

ど

、
.
一
連

の

㈣

罾

を

罾㈣

さ

：

.

. 

'

七
六
'

C

八
八
八)

'

れ

て

い

る

け

れ

ど

も
. '
w

>

う
し
た
点
の
的
確
な
研
発

c

す
な
わ
ち
現
代
資
本
主
. 

義

. #

會
土
：合
と
し
也
戦
後
日
本

I

主
義
の
：研
究
が
、
中
小
企
業
研
究
に
も
強 

く
要
求
さ
れ
る
の
で
、は

.

.女
い
：だ
ゐ
う
か
。

.：

:,
>
:要
ず
る
に
私
が
指
摘
し
た
：い
：め
は
、

-

一
般
理
論
に
し
ろ
現
状
分
祈
に
し
ろ
、 

'屯
小
企
業
研
究
に
当
面
要
請
ざ
れ
る

0
.は
'、'
,:4

つ
：
と
乇
の
視
野
を
拡
げ
る
こ
と

.' 

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
：中

村
.
.北
原
両
氏
の̂
作
、
.そ
し
'て
こ
の
，
 

第
ー“
ー
卷
が̂
冬

め

^

^

に

む

か

ら

て

の

里
i

で
あ
る
と

と
.を

十

分

承

知

し

だ 

上
汶
厂
自
ら
へ
の
反
省
髮
ふ
く
め
て
ノ
重
ね
ヤ

^
視
野
の
拔
大

」

を
強
調
す
る 

次
第
で
あ
る
。
：

(

1

.

九
>

8

:

.

九
*

,

ー
0

:

へ

.

-

V

-

. 

へ 

<

有
斐
間
'

<

1

5

>三
0

ー'—
.

頁
、
四
〇
0

^

;

>

■'
,■ 

■
7

:

.:

.

(

.
九
州
產
業
労
働
科
学
研
究
.所

具
.

戸
木
田
嘉
久)

新
刊
紹
介
，;'

家
永
三
馨
ン
：

:

: 

'

.

リ

『

植

木

枝

猶

研

究

』

.
‘
：;

'，
. v

.•:

ぐ'
.
. 

. 

.

.

. 

.

.

.
- 

•
'
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

: 

/

'
日
本
近
代
思
想
史
の
研
究
は
、
最
近
と
み
に
^

ふ
.
 

に
な
つ
て
き
た
が
>>

符
.

ん
.
と
う
に
読
'
み
ご
た
え
：の
あ 

る
本
は
す
く
な
い
。
し
か
し
そ
の
な
か
に
あ
つ
て
、 

本
書
は
、
-.
;

著
者
の
思
想
史
家
と
し
.て
の
ゆ
'
た
：か
な
学 

殖
>
 

す
ぐ
れ
た
問
題
意
識
そ
し
て
.ざ
ら
に
完
璧
が
ヰ 

料
的
把
握
が
、
遗
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
力
作
で
あ
を 

と
い
う
こ
と
が
で
き
る.

0

こ
の
-み
じ
か
い
紹
介
で
、
 

尨
大
な
本
書
の
内
容
'に
0

い
て
、
何
如
ま
と
^.

-
，つ
た 

'こ
と
を
書
こ
う
か
い
う
こ
と
咏
無
謀
な
.
く
お
だ
：て
で
.
 

あ
る
0,

た
だ
、

こ
の
ず
ぐ
れ
た
業
績
の
意
義
に
づ
1'
; 

て
筆
者
'
の
見
解
を
：の
ベ
、
；日
本
近
代
史
に
関
心
ぢ
ょ
.
 

.
ず
ケ
人
々
に
-ー
諫
を
獎
み
S
も
'

の
で
'

あ
る
0

.

:

:

,

.

-

本
書
は
、
序
論
.

;

*

木
拔
盛
研
究
：'の
課
題
、
.

第
1 

:

縞

M-

想
家
と
し
て
世
に
此
る
あ
で
、
第

一.一.編

.

自 

版
民
梅
ぶ
動
の
時
代
'-
:

'

第

三

：
編''
.
社

会

改

良

連

動

の
 

時
代
、
.-
'
.
.第
四
編
''
:
.
.自
由
党
.
再
跨
の
時
况
、.
結

論,

0 

木
枝
盛
.
の
思
想
の
：歷
先
的
貧
義
V

か
.

ら
成V

 

.て
ぃ
る
。 

い
う
ま
で
も
な
く
植
木
枝
盛
は
、
：日
本
忆
ぉ
':げ
る
'

.

.

.

.

.ノ.新

刊

紹

介

一
.
:

主
主
義
運
動
の
先
駆
的
形
態
：と
し
て
の
自
由
民
権
違 

動
に
、

' 

理
論
的
だ
基
礎
，つ
げ
を
'

与
，克
る
こ
と
に
.

ょ
つ
，. 

て
貢
献
し
た
革
命
的
な
思
想
家
の
：ひ
：と
り
'

で
あ
り
、

'
,

彼

の

各

が

、->
明

治 

一o

年
代
か
：&

ー0

年
代
に
が
け 

て
の
目
ざ
ま
し
い
活
躍
と
：輝
か
：し
い
名
声
.
に
も
.

か
.

か
：
 

わ
ら
ず
ャ
今
日
ほ
-

と
ん
ど
忘
れ
知
れ
^

い
る
令
は
、，
 

箸
者
が
鋭
ぐ
指
摘
さ
れ
で
い
夺
ょ
ぅ
に
ァ
ー
靡
史
：
©,
'; 

進

行

に

ょ

：
る@;然
淘
汰
の
結
果
と
し
；て
で
は
な
く
、
'' 

特
殊
の
：政
治
的

H

作
に
基
ぃ
て
故
意
に
世
間
か
ら
遮
，
 

断
さ
れ
て
.
き
た
私
め
で
あ
ヶ
:,
-

:

.

.、

.

«

盛
'

の
業
績
：が
： 

埋
没
し
べ
き
た
；の
は
、
む
し
ろ
そ
の
内
容
が
あ
ま
：り 

に
.
も
生
命
に
。み
ち
て
い
^

た
め
ち
招
レ
た
反
作
用
の
，
 

結
果
に
.
ほ
：か
"
な
ら
な
：^ :

つ
た
1—

の
で
あ
る
0

こ
ぅ
し 

た
事
実
こ
1

、
今
日
わ
れ
わ
れ
を
し
て
' 

一
雇
こ
の
.

研

. 

究
に
注
目
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

本
書
2

大

特

徵

ば

、

植

木

枝

盛

の

：'公

私

に

わ

た

-
 

る 
す
ベ
て
の
活
動
を
、
現
存
の
あ
ら
ゆ
る
史
料
を
駆
ノ 

使
し
亡
彼
の
人
間
像
を
浮
き
跟
り
にV

る
と
.
同
，.時 

に
.
、：

そ

の

革

命

的

民

、壬

主

義

思

想

令
現
代
的
が
視
角
.

.

か
ら
再
檢
討
じ
セ
い
る
0

い
ろ
い
右
な
興
味
深
い
エ
;' 

ピ
ソ
ー
ド
が
数
.知
れ
ず
織
り
こ
ま
れ
で
い
る
た
め 

に
、.
非
常
に
大
部
で
あ
る
に
も
が
か
：わ
ら
ず
、
.著
者 

の
含
蓄
の
深
V'

魅
力
あ
る
文
章
と
相
ま
つ
.

て
、
8

.

ま
で
読
者
を
ひ
^

つ.
け
ず
に
は
お
か
^

‘
い
で
あ

ろ
、
.
 

■
う
。
本
嘗
を
識
む
ご
と
* ^

ょ
：？
飞
如
加
如
れ
似
、
'日

本
近
代
思
想
史
•に
た
ぃ
ず
谷
新
し
い
認
識
を
ぅ
る
匕 

'̂
•

か
'

で
き
る
こ
-

と

を

確

信

す

一

る

0
.
'

が
お

、
，

同

じ

著
者 

に
.

ょ

る
.
.
.
'

「

革
命
恩
想
の
先
駆
者
I

植
木
枝
盛
の
人 

名
思
想
I

」
C

岩
波
新
書)
、「

数
奇
な
る
思
想
凌
の 

■

生
涯——

田

岡

嶺

參

の

，
人

と

思

想

1-
_.

(

岩
波
新
書)

も 

，
供̂

読
ま
れ
る
ご
と
を
お
す
す
め
レ
た
い
。

(

岩
波 

■;

書
店
発
行
•,
-
:昭
和

一

一

一

五

年

八

月

.

.

.
八

5'

.

.
七

九
：：

一
一
頁
， 

-*
'

、
.'
.
'五
〇
〇
5

!)

'

'

-

一—

飯

田

興
 

I

.

.

.

.

.

-

V 

*
 

*

'

.

:

.
水

荣
田

三
千
雄
著
'
.

V
'

:
.
「

人

ソ
.
.
'

''『

プ

ラ

ン

ス

ー

絶

対

王

政

論

』

'■ 

• 

-

•

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
農
民
革
命
と
し
て
、
封
建
的
土 

.

.

地
所
有
の
破
棄
の
た
め
戦
わ
れ
た
。
.
し
が
し
革
命
で 

破
棄
の
：対
象
と
な
っ
た
封
建
的
土
地
所
有
の
歷
史
的 

内
容
は
十
分
に
：解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
た
め
フ 

,

ラ
ソ
•

ス
革
命
の
歴
史
的
位
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